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【1】 組織の概要

（１） 事業所名

　　四国スバル株式会社

　　代表取締役　坂野　圭一

（２） 本社所在地

　　〒７９１－８０３６　 愛媛県松山市高町４６３－１

　　関連部門　　　　　本社以外の販売及びサービスに係わる店（拠点）

　　別途「拠点一覧表」（ＥＭＳ－ＳKＳ００３）参照

（３） 環境管理者及び担当者連絡先

サービス部品部部長 猪野元　佳宏

　　担当者 サービス部品部主査 大北　智彦

　　連絡先 ＴＥＬ０８９－９７２－０１９１　　ＦＡＸ０８９－９７２－０１５８

（４） 主たる事業の内容

　　スバル車の販売並びに付随する関連業務

　　１．新車販売　２．中古車の販売　３．車検・定期点検・一般修理・板金塗装

　　４．自動車の部品・用品等の関連商品の販売　５．自動車リース

　　６．自動車保険代理業務等

（５） 事業の規模

　　年間売上高 ６６．２５億円（２０１０年度）

　　年間販売台数 新車３，４７８台　中古車１，４３４台　（２０１０年度）

　　従業員数 148 人 （２０１0年４月１日現在）

（６） 事業年度 ４月～３月

【認証・登録の対象組織・活動】

（１） 登録組織名 四国スバル株式会社

（２） 関連事業所 別途「拠点一覧表」（ＥＭＳ－ＳKＳ００３）参照

（３） 活動 前記（４）の主たる事業の内容に準ずる。

管理者

1



部門長、拠点長、工場長
（環境安全衛生委員会）

中古車部担当部長

サービス部品部 三島店 松山インター店 高知桟橋通店 Ｇ－ＰＡＲＫＥ水泥店

愛媛東部統括部長 愛媛西部統括部長

高岡店
愛媛ＢＰ

2

高知ブロック 中古車ブロック

経営会議
FHI

CSR・環境推進室
内部監査

（環境管理者、ＥＡ２１推進事務局、各部門長）

環境管理者
（サービス部品部部長）

ＥＡ21推進事務局
（営業支援部）

特販部 新居浜店

本社・他 愛媛ブロック

営業支援部部長

今治店 宇和島店 カースポット高須店

【２】 ＥＡ21推進組織図

高知統括部長

高知東店
高知ＢＰ

カースポット北久米店

最高責任者
（社長）



【３】環境方針

3

代表取締役社長 坂野　圭一

⑦ エコカー販売、車両点検整備の促進

この環境方針を全従業員に周知し、教育活動を推進します。

平成23年11月21日
四国スバル株式会社

⑤ 事業所周辺の清掃活動など、地域の環境改善への貢献

⑥ 「グリーン購入」を積極的に推進

③ 廃棄物総排出量の削減とリサイクルの促進

④ 化学物質の確実な管理（ＰＲＴＲ法関連）

環　境　方　針

≪基本方針≫

　四国スバル株式会社は、中四国地区グループ統括の環境方針を基に、地域
及び地球規模での環境保全の重要性を認識し、自動車及び部品の販売、整
備、修理、保険業務などの事業活動に伴う環境影響をできるだけ少なくする
ために、環境経営システムを構築・運用し従業員一丸となって積極的に環境
活動に取り組みます。

≪行動指針≫

１.適用される環境関連法規制や弊社が約束したことを守ります。

② 省資源（水使用量、紙使用量を抑える「森林保護等目的」）

① 省エネルギーの推進（電力使用量、自動車燃料使用量を抑える）

２.環境目標を定めその達成に向けて活動すると共に定期的に見直し、環境
パフォーマンスの継続的改善に努めます。又弊社が販売・提供するサー
ビスの環境負荷の削減を行います。

３.具体的には、以下の事項に取組みます。



【４】

（１）　　現状(200９年）の環境負荷

２００９年（基準年度）

ガソリン

灯油

軽油

ＬＰＧ

都市ガス

二酸化炭素排出量

水使用量

産業廃棄物（最終処分量）

※全社合計

（２）　環境目標とその実績

環境目標 （削減率）2009年度比）

実績 達成率

996,874 97.1%

6,124 84.4%

ガソリン 206,888 108.8%

灯油 1,528 108.6%

軽油 34,783 100.4%

ＬＰＧ 1,853 67.4%

都市ガス 0 #DIV/0!

二酸化炭素排出量 992,654 99.9%

14,983 93.6%

5 100.0%

1,368 98.8%

4,976 96.2%

環境目標 （削減率）2009年度比）

水使用量 8,831 94%

133.3 94%

環境目標 （削減率）2009年度比）

産業廃棄物(発生量） 157.36 94.7%

　　　　　　　(資源化・熱回収量） 154.9 95.9%

　　　　　　　(最終処分量） 2.48 79.0%

　　　　　　　(最終処分量/億円） 0.04 78%

199.4 105%

7.6 420%

78.1 69%

※全社合計 66.25

備考） ・２００９年実績は年間実績です。

　 ・達成率の評価は総量及び原単位指標（売り上げ1億円当り環境負荷）で行う。

・環境目標（削減率）は全社統一としています

・四国電力のＣＯ２排出係数　０．４０７

937,886

1%

環境目標とその実績

4

表ー１　現状の環境負荷

表ー２　環境目標とその実績

207.5 207.5

31.5

3%2% 3%

53.3

31.5

53.3

70.72

209.7

31.9

53.9

14,028

0.03

主な化学物質　　　　トルエン

　　　　　　　　　　酢酸ブチル

ｔ/億円 0.03 0.03

1.94

149.08

147.04

7,957.2

　　　　　　　　　　キシレン

g/台

g/台

g/台

ｍ３/億円 125.2

㎥

0

1,249

0

123.9 120.1

8,292 8,208

2%

29,056

1.96

147.04

1.94

149.08

㎥

5

1,385

5,175

ｔ

149.08

5,382

1,210

218,278

1,608

ｋｇ－CO2/億円

148.56

33,854

ｋｇ－Ｃ０２ 992,031

Ｌ

Ｌ 34,923 34,567

1,642

5%

5,013

14,516

961,663

15

2,078

２０１２年度

目標 目標 目標

2% 3% 5%

2 0

ｋｇ－ＣО2 1,012,277 14,314

ｔ

0

0 0 0

㎥ 8,376 118

3,004 42

1,428

35,636 93,521 1,322

㎥ 1,274 7,917 112

229,766 533,439 7,543

Ｌ 1,693 4,219 60

２０１０年度

ｋｇ－ＣＯ２ 売上１億円当たり

電気使用量 ｋｗｈ 987,248 373,180 5,277

項目 単位

Ｌ

20

項目

燃料

Ｌ

Ｌ

㎥

単位

品目グリーン購入

台

グリーン購入 品目

環境販売車 台

電気使用量 ｋｗｈ

CO2/億円

㎥

燃料

5,279

２０１１年度

1,924,930

1,236

0

環境販売車 台

セーフティチェック 台

セーフティチェック

967,503 957,631

5,171 5,119

10

1,737

225,171 222,873

1,659



【参考】二酸化炭素排出割合

二酸化炭素排出量、購入電力量、産業廃棄物排出量と最終処分量の月別前年比

二酸化炭素排出量（単位：㎏-CO2）

購入電力（単位：kWh）

5

電気 53.6% 

灯油 0.3% 

都市ガス 0.0% 

LPG 0.5% 
ガソリン 38.6% 

軽油 7.1% 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2009年度 90,073 90,527 99,579 110,948 96,230 95,557 90,474 79,284 90,722 80,451 80,392 89,007 

2010年度 76,862 66,242 79,833 95,598 92,420 87,732 72,097 74,923 81,346 85,936 86,672 87,046 

前年比 85.3% 73.2% 80.2% 86.2% 96.0% 91.8% 79.7% 94.5% 89.7% 106.8% 107.8% 97.8% 

0 

20,000 

40,000 

60,000 

80,000 

100,000 

120,000 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2009年度 70,541 59,209 80,236 115,417 100,125 93,848 81,464 71,309 90,204 95,191 87,396 92,381 

2010年度 70,694 57,791 70,887 98,023 106,235 90,723 62,096 69,303 85,962 103,748 91,845 89,567 

前年比 100.2% 97.6% 88.3% 84.9% 106.1% 96.7% 76.2% 97.2% 95.3% 109.0% 105.1% 97.0% 

0 

20,000 

40,000 

60,000 

80,000 

100,000 

120,000 



（注）2009年度の産業廃棄物最終処分量は、年間排出量から算出した月平均値を使用しております

6

産業廃棄物 発生量（単位：ｔ）

（注）2009年度の産業廃棄物排出量は、年間排出量から算出した月平均値を使用しております

産業廃棄物 最終処分量（単位：ｔ）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2009年度 14.23 31.07 40.04 31.82 14.15 15.24 38.46 14.14 12.20 13.44 30.76 15.73 

2010年度 11.04 11.83 7.27 9.74 11.28 18.92 21.11 19.24 14.63 10.69 14.94 12.17 

前年比 77.6% 38.1% 18.1% 30.6% 79.7% 124.1% 54.9% 136.1% 119.9% 79.5% 48.6% 77.3% 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2009年度 0.20 0.10 0.10 0.20 0.30 0.20 0.20 0.25 0.10 0.15 0.20 0.20 

2010年度 0.53 0.14 0.13 0.27 0.14 0.19 0.14 0.24 0.13 0.14 0.19 0.24 

前年比 265.0% 140.0% 130.0% 135.0% 46.7% 95.0% 70.0% 96.0% 130.0% 93.3% 95.0% 120.0% 

0.0 

0.5 

1.0 



【５】
点線（・・・・・）：計画、　実線(　　　　　）：実績

Ｎｏ ２０１０年 2011年 2012年

1 本来業務の見直し
商談時間最短化と経費の削減

正確な作業推進と日割り入庫の推進、残業の削減

従業員のレベルアップ
グリーン購入の基本原則の活用購入
環境対策車の販売台数　　目標1385台（但し2010年度は環
境対策車の具体的販売台数を把握）

【スバル販売車種の内、環境対策車は全グレードの約
40％、従って販売目標は2010年度目標の約40％とした】

セィフティチェック実施台数　　目標5175台

【セィフティチェックは2010年度目標をベースとする】

エコタイヤ販売比率１０％

2 ＊電気使用量削減　２％ ＊照明の適正化、採光場所ごと（お客様、従業員で線引き）

＊数値目標＝　　　９６７，５０３kwh

　ｋｇ-ＣＯ２/億円　＝　５，１７１ ＊ショールームオープン時間短縮、夜間PC主電源OFF等を行なう

3 ＊燃料使用量削減　　２％

＊数値目標　ガソリン＝　２２５，１７１Ｌ

　　　　　　　　灯油　　 ＝　　１，６５９Ｌ

　　　　　　　　軽油　　 ＝　　３４，９２３Ｌ

　　　　　　　　ＬＰＧ　　 ＝　　　１，２４９㎥

3 ＊紙（コピー紙）の使用削減　　１％

＊数値目標（購入枚数）

　　１１，５３９，５００枚

4 ＣО２削減目標　　　２％

＊数値目標＝992,031Kｇ‐CO2

5 ＊水道水の使用量削減　１％

＊数値目標　　　　　＝　　　　８，２９２㎥

　水使用量/億円　＝　１１７．３

6 ＊産業廃棄物の削減　２％　

＊数値目標

産業廃棄物（発生量）　　＝　　１４９．０８ｔ　　　 ＊排出量削減取組：梱包箱の再利用等

　　　　（資源化・熱回収量） ＝　１４８．５６ｔ　　　

　　　　（最終処分量）　　＝　　１．９６ｔ　　　

　　　　（最終処分量/億円）　＝　０．０３

＊その他紙資源の削減目標　２％　３．２９ｔ ＊販売促進物件の適正購入と効率的利用

7 ＊主な化学物質の削減　２％　

＊数値目標

主な化学物質　トルエン　＝　20.9.7ｇ／台

　　　　　　　　酢酸ブチル　＝　31.9ｇ／台

　　　　　　　　　キシレン　＝　53.9ｇ／台　

＊塗装関連化学物質の適正管理

　法の未順守が無いこと

＊水性塗料への転換検討

8 ＊順守状況のチェック

＊メーカーによるリサイクルの完全準用

9 ＊現在取組拠点の活動の定着化。

＊現在未取組拠点への活動の理解を深める。

・朝の清掃、社内だけでなく社外（歩道や近隣地域）の取り組み

10

＊層別教育を実施（一般、管理者、環境負荷取扱部署等に分け）

＊内部監査を行える体制作りを行う

11 ＊設備投資計画

コピー機、シュレッダー、電話、テレビ

エアコン、ヒーター類

（劣化更新次第で予定）

※２０１０年度終了時に削減手段を再確認し、必要があれば修正する。　　※修正した箇所は、赤字で記入し判る様にしておく。　尚、表記環境活動計画は年度内に達成する事を原則とする。

7

＊全拠点の集計を確立する

＊電子文書の使用拡大、データによる管理推進

＊コピー削減の努力、本社⇒拠点への通達、指導

＊裏紙の使用推進

環境管理者
各部門長
拠点長

＊法規制、社内基準の順守 環境管理者
各部門長
拠点長

＊地域密着型拠点実現のため地域　社会への環境活動を進める

EA21活動における環境活動計画

＊固定資産台帳にて管理

環境管理者
各部門長
拠点長

＊順次エコ対応品に変更（低電力、低燃料タイプ）

＊物に応じてリース物件に変更も考慮する

＊本社及び各拠点の管理者へＥＡ２１に関連した環
境教育を行い浸透を図る

＊年間教育計画基づき教育を実施
環境管理者
各部門長
拠点長

環境管理者
各部門長
拠点長

　（地域清掃活動の実施拠点を増やす）

2009年度板金台数実績

環境管理者
各部門長
拠点長

四国スバル、 1475台

＊法規制、社内基準の順守：PRTR届出、産業廃棄物管理、VOC管理

＊法規制、社内基準の順守

＊関係者への教育

＊PRTR届出、産業廃棄物管理、VOC管理

＊裏紙の使用、ペーパーレス化

環境管理者
各部門長
拠点長

＊マニフェストの完全運用

＊分別再資源化の強化（金属くず、タイヤ、バッテリーの売却推進

＊シュレッダーごみの削減

＊オフィスの節水活動推進
環境管理者
各部門長
拠点長

＊洗車時の配慮

＊電気、化石燃料等の削減
環境管理者
各部門長
拠点長

＊無駄な走行の排除、走行ルートの見直し

環境管理者
各部門長
拠点長

＊引取、納車の極少化、効率化

＊エコ運転の推進、エコドライブ5か条の推進

エコタイヤ販売促進（燃費向上目的）

環境管理者
各部門長
拠点長

＊節電の取組み：スイッチ部に「節電」貼り紙、昼休憩時事務所消灯

＊冷暖房の室温管理：（暖房：２３℃以下、冷房：26℃以上）

＊照明の適正化：昼間明るい場所は消灯、屋外看板含む

＊省エネタイプ機器への変換：ОＡ機器、照明機器等

＊ノー残業デーの活用による定時退社：仕事の効率アップ

今年度の環境活動計画 実行施策・手段

営業時間内に商談を済ます。ショールームの営業時間厳守。
ＷＥＢトレーニングによる商談力向上

環境管理者
各部門長
拠点長

フロントによる予約管理。
ＯＪＴによるメカニック技術力の向上。
購入品もエコ商品を積極購入。
グリーン購入の品目を毎年増加させる。
販売、提供するサービスによる環境負荷低減。
ユーザー指導管理化（環境改善指導）環境対策車販売促進
【但し2010年度はスバルで扱う環境対策車の具体的販売台数を把握
しその結果により来年度以降の販売目標を再確認する】
お客様感謝ディ等の活用促進（無料点検の有料化）点検入庫促進す
ることにより排気ガスのクリーン化、環境に良い状態にする事が目的。

実施主務者
（誰が）

日程（いつまでに）

項目
２０10年度～２０１２年度

（当該年度の計画と実績を記入）
（2010年度末の達成したい目標値） （目標を達成するために、何を、どの様にやるか記述）



（１）

ｋｇ

㎥

ｔ

(2)

・

・

③　産業廃棄物最終処分量の削減

・

（３）

・

（４） 代表者による全体評価と見直し

・

・

・

その他の取り組み

②　水使用量の削減

環境活動の取り組み結果と評価・２０１０年度の取組内容・代表者による全体
評価と見直し

【６】
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全体として目標を達成しているものでも、各拠点で大きな差が見られるので、早期に原
因の究明し対策をする必要がある。

達成出来なかった要因として、日常業務での節水意識、展示車両などの洗車効率など
が悪かった為である。

次年度は、この状況を踏まえ更なる削減に取り組み社員全員が意識強化し大幅な削
減努力を行う。

目標値（０．０３ｔ/億円）に対して、実績（０．０４ｔ/億円）となり、達成率は大きく目標値を
下回った。

時期的なことも考えられるが、拠点ごとの分別回収の意識低下が混合廃棄物の増加
につながったと思われる。

①　二酸化炭素

評価

目標値（１４，０２８㎏－ＣＯ２／億円）に対して実績は（１４，７２７㎏－ＣＯ２／億円）で、
達成率は９５．３％でした。

電気使用量、ＬＰＧ使用量、の削減出来なかったのが大きく影響したと思われる。

他の項目に付いては、本来業務の見直しにより削減等できたが、項目によっては削減
ができなかった。

ＣＯ２排出量の削減

水使用量の削減

2%

２０１０年度

1%

14,727

取組結果

表ー４　環境活動の取り組み結果(売上1億円あたり）

項目
２０１０年度
目標削減率

運用期間中の
目標値

実績
達成率

95.3%

88.0%

75.0%2%

133.3

14,028

117.3

目標値（１１７．３㎥/億円)に対して、実績は１３３．３㎥/億円となり、達成率は８８．０％
と達成できなかった。

次年度は、更なる向上及び維持なため、各部門の業務効率化に向けた環境活動の取
組を継続する。

産業廃棄物最終処分量 0.03

水使用量については、従業員全体で節水に対する取組みの意識があまり見受けられ
なかったので今後、洗車機等の使用方法を含め管理徹底する。

0.04

次年度は更なる分別回収を徹底し排出量の削減に努める。

ガソリン使用量、灯油使用量、軽油使用量の、削減目標を達成しているので努力が伺
えるが、産業廃棄物最終処分量が少し増加しているので更なる取組を強固にする。

エネルギー、水資源、産業廃棄物の削減は地球温暖化防止の為、当然の企業努力と
し、今後も取り組むと共に本来業務の見直しについて、スバルスタンダードを充実さ
せ、部門間の更なる連携強化を図り効率向上に努める。

次年度は環境活動計画をスバルスタンダードと関連付け、一層本来業務と共に取り組
む体制を構築する。



【７】 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、違反・訴訟等の有無

9

（３）内部環境監査

内部環境監査を実施し法令違反が無いように自主チェックする。

（監査の実施は年１度以上行い、２年で全拠点を行う）

（１）適用となる主な環境関連法規

（２）違反・訴訟等

当社における環境関連法規への違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘や訴訟は過去３年間ありません。

○

要求事項

振動規正法 ○ 特定施設の設置の届出

主な適用法規 遵法状況の確認

特定施設の届出（自動車洗浄装置の設置等）

廃棄物の適正処理、危険物処理業者との委託契約

消防法 ○ 少量危険物貯蔵届出、危険物屋内貯蔵所、ＬＰＧ貯蔵設備等

廃棄物処理法 ○

騒音規正法

浄化槽法 ○

○ 特定施設の設置の届出

下水道法

保守点検、清掃及び定期検査

排水施設の設置義務　特定施設の設置届出）○

水質汚濁防止法

有機溶剤の使用対応　　塗装ブースの設置届等

特定化学物質の排出量・移動量の把握と記録
基準以上の取扱量の行政への報告

○

自動車リサイクル法 ○

労働安全衛生法 ○

使用済み自動車の適正処理

化管法（ＰＲＴＲ法）



【拠点一覧】

（Ｈ２２年４月１日現在）   ＥＭＳ－ＳKＳ００３

工場

資格 組織区分

本社・高岡店 791-8036 愛媛県松山市高岡町463-1 089-972-0191 089-965-1905 指定 G

松山インター店 791-1114 愛媛県松山市井門町455-1 089-969-1151 089-969-1152 指定 D

今治店 799-1523 愛媛県今治市郷桜井3-9-16 0898-48-7778 0898-48-7277 指定 D

新居浜店 792-0827 愛媛県新居浜市西喜光地11-35 0897-43-5725 0897-43-5727 指定 D

三島店 799-0411 愛媛県四国中央市下柏町840-1 0896-24-5011 0896-24-5321 指定 D

宇和島店 798-0081 愛媛県宇和島市中沢町1-5-7 0895-22-2219 0895-25-8072 指定 D

高知桟橋通店 780-8010 高知県高知市桟橋通4-15-7 088-832-1111 088-832-4950 指定 D

高知東店 781-5106 高知県高知市介良乙1060-10 088-878-7185 088-878-7186 指定 G

ｶｰｽﾎﾟｯﾄ北久米 790-0923 愛媛県松山市北久米町757-１ 089-976-6585 089-976-9966 ー C

G-PARKみどろ 791-0244 愛媛県松山市水泥町109-1 089-990-8160 089-970-2261 認証 F

ｶｰｽﾎﾟｯﾄ高須 781-5106 高知県高知市介良乙1037ｰ2 088-860-5656 088-860-5652 ー C

注） 工場資格で指定は指定整備工場、認証は認証整備工場を示す。

組織区分の意味　　　　　　Ａ ＝ オフィス業務 (事務所業務)

Ｂ ＝ オフィス業務 ＋ 自動車販売 (新車・中古車）

Ｃ ＝ オフィス業務 ＋ 自動車販売       (中古車)

Ｄ ＝ オフィス業務 ＋ 自動車販売 (新車)         ＋ 整備業務

Ｅ ＝ オフィス業務 ＋ 自動車販売 (新車・中古車) ＋ 整備業務

Ｆ ＝ オフィス業務 ＋ 自動車販売       (中古車) ＋ 整備業務

Ｇ ＝ オフィス業務 ＋ 自動車販売 (新車)         ＋ 整備業務＋板金塗装

Ｈ ＝ オフィス業務 ＋ 整備業務＋板金塗装
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ＦＡＸ番号

文書番号：ＥＭＳ－ＳＫＳ００３

電話番号事業所名 郵便番号 住　　所
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